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社会課題設定と社会課題リスト2021
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ICF重点6分野 ⇒ 社会課題リスト（問題のリストアップ～課題設定）
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各分野の基本構成

◆「問題」の特定

◆「ポテンシャルインパクト」の試算

◆「課題」の設定

◆解決への糸口

 ３つのグローバル視点
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◆「問題」の特定

[ポテンシャルインパクト]×[新しいビジネスの可能性]

小 大

大

小

社会保険にかかる公費
負担の増加

年金・介護・医療保険料
収入の減少

生活保護受給者等
の増加

年金受給者の拡大

高額薬剤の増加

精神疾患の拡大

医療費・介護費用の
増加

生活習慣病の拡大

認知症高齢者の増加

孤立死の増加

介護士の不足

介護職の労働条件・
環境に問題

独居高齢者の増加

医療資源(人・施設)
の不足・偏在

無年金者の増加

子どもの貧困・虐待の増加

依存症の拡大

感染症・パンデミック

障害者の自立・
就労問題

終末期医療問題

健保組合財政の悪化

アレルギー疾患の増加
医療費増加

医療介護アクセス

高齢者の自立

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク
ト

新しいビジネスの可能性

女性の健康リスクの増大

孤独・孤立による
弊害の深刻化

ウェルネス分野の社会問題

（赤枠は2021年度版追加テーマ）
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◆「ポテンシャルインパクト」の試算

（A）仮に、有効な対応が講じられなかった場合、将来（2025年～30年頃）
想定しうる最大のインパクトを金額・対象人口などで計測

（B）現在発生し得る最悪ケース例の最大インパクトを定量的に計測

現在 2025～2030年

問題の大きさ

時間

ポテンシャル
インパクト（A）

ポテンシャル
インパクト（B）

有効な対応を
講じなかった場合

現在 2025～2030年

問題の大きさ

時間

有効な対応によって
削減されたポテンシャル
インパクト

有効な対応を
講じなかった場合

有効な対応を
講じた場合

対応
開始

ポテンシャルインパクト
試算の考え方

(AまたはBのいずれかを試算)

有効な対応を講じた場合の
ポテンシャルインパクト

削減イメージ
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◆「課題」の設定 ～ 解決への糸口

問題の特定

ポテンシャ
ルインパクト

の試算

解決への糸口

問題の解決に必要な要素、
着眼点、方向性など

問題 ≠ 課題

課題の設定

取組むべきテーマ
または

短期ゴール
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 ３つのグローバル視点

①日本＝課題発生済・解決済～世界＝未解決地域がある
→日本の技術がグローバル課題解決に寄与

（例：新生児死亡対策）

②日本課題発生済・未解決～世界＝未解決
→日本が先行解決、又はイノベーションを通じた国内外の共創
（＝オープンイノベーション）による解決がグローバルにも寄与

（例：生活習慣病対策）

③世界＝未発生～日本＝未発生（将来発生見込み）
→グローバルな課題（いずれ大きな社会問題化するもの）に

日本の率先取組みが日本＋世界に恩恵
（例：タンパク質調達困難対策）
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2021年度版で新規に取り上げた社会問題

ウェルネス ⚫ 女性の健康リスクが増大
⚫ 孤独・孤立による弊害の深刻化

水・食料 ⚫ 豊かな社会に残る不健康な食
⚫ 「食」のダイバーシティへの期待
⚫ コミュニケーションを「食」に活かす

エネルギー・環境 ⚫ 生物多様性の損失

モビリティ ⚫ デジタル技術による移動の急速な変化

防災・インフラ ⚫ サイバー攻撃の増加・深刻化

教育・人財育成 ⚫ 人財のダイバーシティが不足



Copyright © Mitsubishi Research Institute 9

これまで取り上げた社会問題の変遷 （1）ウェルネス

社会問題

１ 生活習慣病による医療費の増大

２
医療へのアクセスが不十分、不均
衡（がんを含む）

３ 介護人材の不足が深刻化

４
メンタルヘルスを損なう人の
増大

５ 女性の健康リスクが増大

６
孤独と孤立による弊害の深刻
化

７ パンデミックの頻発・深刻化

社会問題

1
生活習慣病による健
康長寿の阻害

2
がん罹患者数の増加、
治療の限界

3
医療・介護サービスへ
のアクセスが不十分

４
自立維持が困難な高
齢者の増加

５
メンタルヘルスを損な
う人の増大

６
パンデミックの頻発・
深刻化

2020年度版 202１年度版

継続

統合

医療の部分

を移行

継続

介護の部分

を移行

統合

継続

社会問題

1
生活習慣病関連の医
療費が増大

2
医療サービスの需給
ギャップ

3
自立維持が困難な高
齢者の増加

2017年度版 201８年度版 2019年度版

社会問題

1
生活習慣病による健
康長寿の阻害

2
医療・介護サービスへ
のアクセスが不十分

3
自立維持が困難な高
齢者の増加

４
地球規模での感染症
の拡大

社会問題

1
生活習慣病による健
康長寿の阻害

2
医療・介護サービスへ
のアクセスが不十分

3
自立維持が困難な高
齢者の増加

４
地球規模での感染症
の拡大

継続 継続 継続

継続

継続

新規

継続

継続

継続

新規

新規

新規

・技術動向・規制動向を

追加

・課題一覧表、SDGs索

引、技術索引の追加

・グローバル観点の課題

追加

・ソリューションアイディ

アの追加

新規

継続

継続

継続
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これまで取り上げた社会問題の変遷 （２）水・食料

社会問題

１ 食料供給力の低下

２
需要構成の変化に伴う食料調達困
難

３ 利用可能な水資源の不足

４ 食品ロスの弊害が深刻化

５ 豊かな社会に残る不健康な食

６
「食」のダイバーシティへの期
待

７ コミュニケーションに「食」を活かす

社会問題

1
食品事故・事件等の対
策コストが増大

2 食料供給力の低下

3
人口増に伴う食料調
達困難

４
食品ロス・食料廃棄の
弊害が深刻化

５
利用可能な水資源の
不足

６
「食」から得られる幸福
感の変容

2020年度版

社会問題

1
食の安全性への信頼
が低下

2 農業の担い手が不足

3
人口増に伴う食料調
達困難

4
水資源減少と水道施
設老朽化

2017年度版 201８年度版 2019年度版

社会問題

1
食品事故・事件等の対
策コストが増大

2
担い手不足による農
業経営の困難

3
人口増に伴う食料調
達困難

４
食品ロス・食料廃棄の
弊害が深刻化

5
利用可能な水資源の
不足

社会問題

1
食品事故・事件等の対
策コストが増大

2
担い手不足による農
業経営の困難

3
人口増に伴う食料調
達困難

４
食品ロス・食料廃棄の
弊害が深刻化

5
利用可能な水資源の
不足

継続

削除

継続

継続

継続

2つに

分解

新規

202１年度版
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これまで取り上げた社会問題の変遷 （３）エネルギー・環境

社会問題

１
エネルギー供給側の脱炭素の加速
が必要

２
需要側にも省エネ・脱炭素の余地
大

３
資源のリサイクル、有効利用が不
十分

４ 環境汚染・破壊の深刻化

５ 生物多様性の損失

社会問題

1
エネルギー供給の持続
可能性への不安

2
民生・産業部門の電
化・省エネが不十分

3
家庭での省エネ、脱炭
素が不十分

４
資源のリサイクル、有
効利用が不十分

５
環境の汚染・破壊、生
物多様性の損失

2020年度版

社会問題

1
「3E+S」に対する多
様な障害

2
民生部門の省CO2の
遅れ

3
業務・家庭での熱有効
利用の遅れ

4
資源の循環・有効活用
が不十分

2017年度版 201８年度版 2019年度版

社会問題

1
供給・経済・環境＋安
全(3E+S)対策が不
十分

2
業務・家庭部門の省エ
ネの遅れ

3
捨てられる大量の熱エ
ネルギー

４
資源の枯渇、不十分な
循環利用

5
大気・海洋・土壌の汚
染、地球環境破壊

社会問題

1
エネルギー供給の持続
可能性が不十分

2 省エネが不十分

3
資源のリサイクル、有
効利用が不十分

４
環境の汚染・破壊、生
物多様性の損失

継続

統合

継続

2つに

分解

202１年度版
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これまで取り上げた社会問題の変遷 （４）モビリティ

社会問題

１
車中心の交通システムがもたらす
負の効用

２
需要増加に対する物流処理能力不
足

３ 交通が不便な地域の拡大

４
デジタル技術による移動の急
速な変化

社会問題

1
交通渋滞による経済
損失と環境悪化

2 交通弱者の増大

3
車中心社会による負
の効用

４
需要増加に対する物
流キャパシティ不足

５
移動せずに移動目的
を果たすニーズ増

2020年度版

社会問題

1
道路・交通の渋滞が解
消しない

2
買物難民・交通弱者が
増加

3
国内の物流非効率が
顕在化

2017年度版 201８年度版 2019年度版

社会問題

1
慢性的に交通渋滞が
発生

2
交通弱者に対する公
共交通サービスが不十
分

3
交通事故による死亡
者数が増加

４
需要増加に物流キャパ
シティが追いつかない

社会問題

1
慢性的に交通渋滞が
発生

2
交通弱者に対する公
共交通サービスが不十
分

3
交通事故がなくならな
い

４
需要増加に物流キャパ
シティが追い付かない

継続

統合

継続

継続

202１年度版
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これまで取り上げた社会問題の変遷 （５）防災・インフラ

社会問題

１ 自然災害への備え・対応が不十分

２
社会インフラのマネジメントが不十
分

３ 空き家の増加がもたらす都市荒廃

４ サイバー攻撃の増加・深刻化

社会問題

1
自然災害に対する備え、
対応が不十分

2
インフラ老朽化への対
応の遅れ

3
空き家の増加がもたら
す都市荒廃

４
社会インフラの活用・
維持が非効率

2020年度版

社会問題

1
災害発生時に迅速な
避難ができない

2
災害発生後のライフラ
イン確保が弱い

2017年度版 201８年度版 2019年度版

社会問題

1
災害発生時に迅速な
避難ができない

2
災害発生後のライフラ
イン確保が弱い

3
自立維持が困難な高
齢者の増加

４
地球規模での感染症
の拡大

社会問題

1
自然災害に対する備え、
対応が不十分

2
インフラ老朽化への対
応の遅れ

継続

統合

継続
新規

202１年度版
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これまで取り上げた社会問題の変遷 （６）教育・人財育成

社会問題

１
時代が求めるスキルの習得が不十
分

２ 学び直しを行う社会人が少ない

３
情報の氾濫と偏りがもたらす諸問
題

４ 人財の多様性が不足

社会問題

1
環境による教育機会
の格差

2
リカレント教育の機会
が不足

3
情報の氾濫と偏りがも
たらす諸問題

４
AI社会に適した人財
の育成機会が不足

2020年度版

社会問題

1
地域による教育機会
の格差

2
社会人再教育の機会
が不足

2017年度版 201８年度版 2019年度版

社会問題

1
生まれながらの環境に
よる教育機会の格差

2
リカレント教育の機会
が不足

社会問題

1
環境による教育機会
の格差

2
リカレント教育の機会
が不足

統合

継続

継続 新規

202１年度版


